
2022 年度 社会福祉法人幸清会西胆振地域連携研修・法人内研修 

 

西胆振地域連携研修・法人内研修 実施報告書 
研修名 認知症対応力向上研修 

 
対象者 勤続年数 5 年未満の方（職種問わない） 

日 程 令和 5 年２月 1４日（火） 

会 場 ZOOM 研修 

研修のねらい 

認知症ケアを実践する際には、認知症の人を理解した上で原

因となる疾患、ステージごとの状態、そして中核症状への適切

な対応を行うことが求められます。本研修では、認知症ケアの

知識と技術を再確認し対応力向上を目的としたものと、自己の

知識・技術向上はもとよりケア技術指導に必要なスキル習得を

目的とした階層別により内容を変え、開催いたします。 

 

 
研修プログラム 

時 間 研修科目 
講義

形式 
講師 研修内容 

 

13:30～15:00 

（90 分） 

 

 

認知症対応力向

上 

 

 

講義 

演習 

 

大原の杜・財田の

杜） 

 

吉田施設長 

 
原因疾患の理解と中核症状の医学的・心理

的理解など認知症の人を多角的に理解した上
で具体的な対応について学びます。また、認
知症の BPSD の解決に向けた新規評価尺度であ
る、認知症困りごと質問票(BPSD＋Q）とアルツ
ハイマー型認知症の進行度を図る指標（FAST）
についても触れます。 

 

 
 

研修の様子 

各施設・事業所の勤続年数 5 年未満の職員 14 名が参加

した。まずは日頃の業務における自身のケアの振り返り

を行い、基礎知識として認知症の原因疾患やステージご

との状態、中核症状・ＢＰＳＤについて再確認をした。

生活場面に沿った具体的な症状をもとにケアの視点や方

法についても学んだ。認本研修で学んだ認知症ケアの知

識や技術を介護現場で活かし、引き続き対応力の向上に

努めていくことを確認した。 

 


